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はじめに

これまで長きにわたって、出版文化産業は、わが国の知的水準の向上と健全な民主主義の
発達に貢献し、日本経済とともに発展してまいりました。
しかしながら、この10数年は、出版市場の縮小と中小書店の減少が続き、出版文化産業を取
り巻く環境は厳しさを増しています。

地域の知の拠点としての役割をも担ってきた中小書店の減少は、業界の課題というだけでな
く、地域社会やわが国経済活動へもネガティブな影響を与えるものと懸念しています。

一方で、電子出版という、新たな市場が急速に立ち上がりつつありますが、わが国の電子出
版市場においては、電子出版に関する技術的課題の解決、電子出版ビジネスの基盤となる技
術の確立、標準規格の策定やルールの確立が急務となっています。

そのような状況を受け、政府としても総務省・経済産業省・文部科学省が協力した「デジタル・
ネットワーク社会における出版物の利活用の推進に関する懇談会」（通称「三省共同懇談会」）
を開催し、平成22年6月にその課題やアクションプランを取りまとめられました。その報告書は、
われわれ出版文化産業に携わる者にとって、たいへん示唆に富んだものでした。

当実証実験は、この報告で示された指針に沿って、総務省のご指導のもと、出版文化産業に
かかわる多くの方々の協力を得て取り組んだものです。

当実証実験では、紙・電子いずれもの出版コンテンツの情報やブックレビューの発信拠点とし
て、書店がICTを有効活用できるシステムを検討研究いたしました。
当財団といたしましては、書店が、こうしたシステムを活用しつつ元気になることが、読者の利
便性を高めるとともに、出版文化産業のいっそうの活性化を促すものと信じています。

この実証実験の結果を活かして、今後とも、出版文化産業の振興に取り組んでまいりますの
で、関係省庁・機関の皆さまのご指導ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成23年3月

財団法人出版文化産業振興財団
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１．プロジェクト事業の概要
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1.1. 電子出版市場における課題

電子出版物の流通促進のためには、2つの問題点があると考える。ひとつは電子出版物に関する
情報が不足していることであり、もうひとつは、現在、流通している情報に接触できるのが、ごく一部
の層に限られていることである。

この情報不足は、電子出版物を紙の出版物と比較してみれば明らかだ。紙の出版物であれば、そ
の情報は様々なメディアをにぎわせている。毎日の新聞には多くの出版広告が載り、新聞や週刊誌
の書評欄には定期的に書評が掲載されている。そして、リアル書店に足を運べば、新刊を中心に厖
大な数の本を手にとって確認することができる。
それに対して電子出版物に関する情報は、一部の話題性の高い出版物がメディアで取り上げられ
るのみで、電子出版物情報に一覧的に接触できる場は、ほとんど存在しない。新聞社の書評・書籍
広告は紙の出版物を対象としており電子出版が取り上げられることは基本的に制限されている。
つまり電子出版が新聞で紙の書籍のように紹介されることは現状では、ほぼ無いことといえる。
現在、流通している電子出版物に関する情報は、電子出版物を専門的に販売する電子書店や、
電子出版物の愛好家の間で流通しているブログやツイッター等の情報にほぼ限られている。従って
これらの情報に接触できるのは、電子情報にリテラシーの高い一部の層に限られており、それ以外
の多くの読者は電子出版物の情報から疎外されているのが現状である。

1.2.仮説「電子出版に関する情報環境の整備が電子出版市場の活性化に寄与する」

電子出版に関する情報が整理され誰でも閲覧できる。この環境整備を図ることによって、一般の
読者はどのような電子出版物が出版され、それがどのような評価、評判を得ているのかを容易に理
解することができるようになる。また更にこれらの情報が現在の出版マーケットを支えるリアル書店
で活用されることで一般の読書家に効率的に情報が伝わり、新しい電子書籍読者を生み出してゆく。
このように電子出版物に関する情報環境の整備と、さらに書店でこれを利活用することが電子出版
の市場拡大に繋がるものと考える。

1.3. 本プロジェクトの目的

本プロジェクトの目的は上記の仮設に基づいて、実際にこのような情報サービスのクラウドを構築し、
書店でこれを活用することの検証にある。出版社、書店、一般読者がどのようにこれを受け止め
どのような課題があるのかを確認する。またこのような情報サービスのガイドラインをこの実証を
通じてつくることで、この情報サービスが安全で正しく運用されていくことを狙うものである。
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1.4. 課題解決のための実証事業

この仮設を検証・実証する為以下にあげる事業を行うこととした。

1.4.1 出版物関連情報のクラウドサービス事業

目的に沿って本プロジェクトは以下の事項について検討し、クラウドサービス事業を行う。

【 電子出版に関連する情報の検討 】

電子出版に関する情報とはどのようなものであるのか検討した結果、これらは大別して「書誌情
報」「売れ行き情報」「評価情報」という分類で整理されることがわかった。後述するように出版物情
報の収集で現状では電子と紙を区別することに意味がなく現実的ではないため、本事業の情報
サービスを電子のみに限らず、紙の書籍も含めて行うこととする。

【 情報サービスの対象者 】

本情報サービスの利用対象者は情報の提供者と利用者に分けられるが、出版物情報の提供者
も出版物情報サービスを利用するし、一般の出版物情報サービスの利用者も書評をﾌﾞﾛｸﾞなどで
記述することで出版物情報の提供者となりうる。このためこれらを区別せず出版物関連情報に
関わる、あるいは出版物関連情報を求めるすべての人を広く対象者として捉えることとする。

【 情報サービスの具体的な内容 】

本情報サービスは以下に挙げるような情報の利活用を想定しているものである。

・どのような出版物がこれまで出版されているのかを調べる
・どのような出版物がこれから、あるいは最近出版されたのかを調べる
・どのような出版物が最近話題となっているのかがわかる
・どのような出版物が売れているのかがわかる
・その出版物の概要（著者名・出版社名・販売価格・紙か電子かなど）がわかる
・その出版物についての評価に関する情報（概要・レビュー・感想・書評など）が参照できる
・出版物の評価・感想をこのサービスを通じて自由に発表・開示することができる

【 情報サービスクラウドの構築 】

出版物に関する書誌情報（既刊、新刊）、売れ行き情報、書評などを蓄積したデータベースを
構築し広く利活用できるようにする。その利用イメージは以下の通りである。

・リアル書店が書誌情報等を利用し自店の書籍販売に活用できる。
（店頭に設置された情報端末でこのサービスを活用して顧客に出版物の情報を提供するなど）

・一般読者が出版物情報（書誌情報・売れ行き情報・書評）を検索・閲覧し書籍購入の参考とする。
・一般・あるいは出版関係者が自身の評価・感想をこのクラウドサービスに記載し、他の利用者に
参考情報として閲覧させることができる。
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1.4.2 リアル書店でのクラウド活用事業

このクラウド情報サービスに、紙の書籍の読者が手軽に接触できるようリアル書店の店頭に
情報端末を設置し自由にアクセスできる環境をつくる。リアル書店は、読者と本をつなぐ最大の
接点であり、そこで電子出版物に関する情報に触れられるようにすることで、電子出版読者の
広がりが期待でき、さらに、リアル書店店頭で選んだ電子出版物を、その場で購入できる環境が
整備されれば、電子出版物の流通が加速されるものと考える。本実証事業では、そのための
第一歩として、リアル書店の店頭で電子出版物専用のプリペイドカードを販売し書店が電子
出版物を販売する実証も併せておこなった。プリペイドカードによる電子書籍の販売は、ネット
書店の購入で通常使われるカード決済と異なる現金決済となる為、カード番号を晒したくない層
やカードを持たない未成年、更にギフトとして利用する層も利用者として見込むことが出来る。

【 リアル書店での情報端末展開 】
・リアル書店に情報端末を設置。読者と圧倒的な接点を持つリアル書店の店頭で読者が電子
出版物に接触できる環境を整備する。これにより、ITリテラシーの低い読者への電子出版物の
流通を促進する。
・一般読者はリアル書店で電子出版物専用のプリペイドカードを購入する。

・リアル書店は電子出版物と電子プリペイドカードのプロモーションを、クラウドのサイネージ機能を
使って行う。

１.5. 出版物関連情報サービス事業のガイドラインの策定

本事業の目的は出版物の関連情報が正しく広く利活用されることで健全な市場の発展に寄与
することであるが、その情報の取り扱い、サービスのあり方について一定の指針を検討しその
ガイドラインを策定することで利用者及び情報の保護と情報サービスに関するトラブルを防ぐことが
できる。ここで扱われるガイドラインの対象者、情報の範囲、情報の利活用のイメージは本事業で
構築されるクラウドサービスにそのままあてはまるものであり、本事業の利用規約が、この情報
サービスに関するガイドラインの雛形となる。

【 電子出版物関連情報利活用の課題抽出とガイドラインの策定 】

ガイドラインの策定にあたっては以下のような手順でこれをおこなった。

・電子書店･リアル書店・一般読者を対象として情報ニーズを整理
・求められる情報の質・範囲を確認し、これらの情報サービスの利用モデルを検討する
・書誌、売れ行き、書評それぞれの情報管理について取り扱い方法を検討する
・情報サービスに関するガイドラインとしてこれらを一本化する
・本実証実験で展開されるサービスの利用規約をガイドラインに基づいて策定する

電子出版物に関する情報のクラウドサービスは、電子出版物の流通促進に大きな役割を果たす
と考えられるが、一方そこでの情報の取り扱い方については信頼性の確保や保護などが適切に
なされなければ、情報は活かされないばかりか、誤った情報の流通が却ってトラブルを招くことも
考えられる。したがって情報サービスには一定のルールやガイドラインが必要となる。本実証実験
を通して情報の取り扱いに関する課題を抽出し、一定のルールやガイドラインを作成することは
事業の実証と併せて重要であると考える。
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本プロジェクトの実証事業の目的は仮説の検証であるが、予定された情報サービスの実証を
行う中で、このサービスの有効性と課題を確認するため以下のような調査を実施する。
①クラウドの利用状況、②プリペイドカードの利用状況、③書店および出版社の評価・意見を
確認することにより、読者、書店員、出版関係者などの本サービスへの受容度を探り、本実証実
験の妥当性を検証すると共に、今後の事業化に向けての参考とする。

調査の目的 ： 実証実験（情報サービス・書店での情報発信・販売）を通じて、サービスの有益
性の検証と継続的に実施する場合の期待される方向性を確認する。
① 電子出版物の関連情報について、読者、リアル書店、電子書店、出版社、
それぞれの立場からのニーズを把握する

② 情報サービスにあたっての課題を抽出する
③ 販売実験を通じて、リアル書店での電子出版物の販売の可能性を探る

対象者・方法 ： 電子書店・出版社 ： 事業についての一定の説明をしたうえでの聞き取り調査
リアル書店 ： 販売実験店での実験前、実験実施後の聞き取り調査
読者 ： プリペイドカード購入者/ネット利用者（会員登録者）にネットメールに

よるアンケート調査

ヒアリングのポイント（書店・出版社向け）：
本サービスのインフラ的な価値と今後の事業について、リアル書店・電子書店・
出版社、それぞれの立場から
①要望事項
②不安事項
③期待事項
について聞き取り調査を行う

アンケート調査のポイント（一般読者向）：
プリペードカードの購入者の本サービスへのニーズ、評価を探るため、以下の
ポイントでアンケート調査を行う。
①プリペイドカードの購入方法
②電子書籍の購入経験
③電子書籍の利便性
④電子書籍の購入動機
⑤プリペイドカードの購入動機
⑥使用端末
⑦選好ジャンル
⑧今後の利用意向

調査票は次ページの通り。

1.6. 実証・サービスについての調査
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名称 役割 委託
先候
補

代表提案組織 （財）出版文化産業振興財団 主にプロジェクトの全体統括を行う ○

共同提案組織 日本書店商業組合連合会 主に実験展開書店のとりまとめを行う －

〃 （社）日本出版取次協会 主に書誌データのとりまとめを行う φ

〃 （社）日本書籍出版協会 主に書誌データのとりまとめを行う φ

〃 （社）日本雑誌協会 主に本実験事業の広報支援を行う φ

〃 （株）博報堂 主にクラウドサービスの全体監理を行う φ

〃 プライマル（株） 主にシステム構築・監理を行う φ

1.7. 実施組織・体制・スケジュールについて

・本事業の共同提案組織と役割は以下の通りである。
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・本事業の開発・実証担当者は以下の通りである。

代表責任者：○肥田美代子、実務責任者：矢作孝志：(財)出版文化産業振興財団

（１）電子出版共有情報サービスのクラウド開発・実証

①技術開発・システム構築
リーダー：○中野雄一：(株)博報堂
メンバー：大原 瞬英：(株)博報堂
メンバー：後藤 敦史：プライマル(株)
メンバー：長澤 友宏：プライマル(株)
メンバー：堀内 美幸：プライマル(株)
メンバー：宮田 高司：プライマル(株)
メンバー：中村 修巳：プライマル(株)
メンバー：白取 航英：プライマル(株)
メンバー：下川 広樹：プライマル(株)
メンバー：池松 邦倫：プライマル(株)
メンバー：沼田 和幸：プライマル(株)
メンバー：竹内 貴行：プライマル(株)

②データの開発・収集
リーダー：○中泉 淳：(財)出版文化産業振興財団
メンバー：渡邉 達夫：(株)博報堂
メンバー：細井 聖：(株)博報堂
メンバー：大原 瞬英：(株)博報堂
メンバー：村松 佑樹：(株)博報堂

③調査・サービス利用ガイドライン案の作成
リーダー：○平岩 直美：(財)出版文化産業振興財団
メンバー：勝野 宏：(株)博報堂
メンバー：蟇田 吉昭：(株)博報堂

（２）書店を舞台とした電子出版の販売と情報活用システムの開発・実証

①全国書店での利用に向けた仕様検討
リーダー：○中泉 淳：(財)出版文化産業振興財団
メンバー：白川洋次郎：(株)博報堂
メンバー：井上 芸：(株)博報堂
メンバー：青柳 正博：プライマル(株)
メンバー：板倉 譲治：プライマル(株)

②サービス展開の検証
リーダー：○尾崎 明子：(財)出版文化産業振興財団
メンバー：藤本 裕二：(株)博報堂
メンバー：村松 佑樹：(株)博報堂

（３）プロジェクト管理
リーダー：○矢作 孝志：(財)出版文化産業振興財団
メンバー：細井 聖：(株)博報堂
メンバー：藤本 裕二：(株)博報堂
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・ 本プロジェクトの実施スケジュールは以下の通りである。

11 12 １ ２ ３

準備 委託先候補の決定、委託契約締結

実施内容

クラウド構築

①サービス・システム要件に関する調査・検討

②システム開発

③テスト

リアル書店の情報端末展開

④サービス展開の実証準備

⑤実証の実施

電子出版情報の共同利用ガイドラインの検討

⑥ニーズ分析

⑦利用モデル案の検討

⑧ガイドラインの検討・策定

その他

プロジェクト管理

報告書の作成

委員会の開催 ▲ ▲ ▲

報告 中間報告、成果報告 ▲ ▲
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所属・役職 氏名 備考

座長 東京電機大学出版局 局長 植村 八潮 電子出版に関する有識者

構成員 (財)出版文化産業振興財団専務理事 矢作 孝志 プロジェクト実務責任者

日本書店商業組合連合会専務理事 大川 哲夫 書店サービスの開発責任者

(社)日本出版取次協会 事務局長 鈴木 薫 書誌データの有識者

(株)ｲﾝﾌﾟﾚｽﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 社長室長 丸山 信人 電子出版事業に関しての有識者

(株)ｈｏｎ．Ｊｐ 代表取締役 落合 早苗 電子出版事業に関しての有識者

事務局

アドバ
イザー

(株)博報堂出版ｺﾝﾃﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ局
（財）出版文化産業振興財団

用賀法律事務所 弁護士

藤本 裕二
中泉 淳

村瀬 拓男

1.8. 委員会について

本事業を実施するにあたって電子出版・書店流通に関する有識者による委員会を設置。
本事業・サービス・ガイドラインをテーマに、当委員会で協議を行った。

名称 ： 電子出版普及促進に係るクラウドサービスの開発・実証運営委員会
目的 ： 関連する実施内容間の調整、進捗の共有、課題の共有、成果の取りまとめ方等プロジェクト全体

の方針・内容について協議することを目的とする
開催期間・頻度 ： 平成22年11月～平成23年3月 11月30日、1月18日、３月28日の3回開催
開催場所 ： 東京都港区赤坂5丁目3番1号赤坂Bizタワー
構成員等 ： 下表のとおり
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２．実証事業の実施



17

自由に閲覧できる
出版物関連情報
（書誌・注目・
レビュー・書評）

書誌情報
（hon.jp他)

売行情報
電子出版データ
（パピレス・renta)

書評･ﾚﾋﾞｭｰ
（Ｗｅｂ本の雑誌
朝日新聞
有隣堂）

一般ユーザー
（情報の閲覧、レビューの投稿）

ヨムナビインフォ
今回構築した情報サービスクラウド

情報ソース

投稿・検索

《 模式図 》

2.1. 出版物関連情報クラウドの構築
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主体 プロフィール 具体的なニーズ（抽出・整理・仮説）

サービス
利用者
（読者）

・書店を訪れる個人

・電子書籍にも興味を持っている個人

・電子書籍を購入している個人

・電子書籍をよく知らない。

・電子書籍に興味はあるが、接触する

機会がない。

・電子書籍を購入しているが、好みの

本を見つけることが難しい。

・紙でも電子でも構わない

サービス
利用者
（書店）

・電子書店を持たない大規模書店

・中小規模書店

・書店にとって電子書籍は競合する商品

・自ら電子書店を開発、運営するには

コスト負担が大きすぎる。

・書店で取り扱う品目の数を増やしたい。

・仕入れたい書籍が揃わない

サービス
利用者
（電子書
店）

・電子書籍専門の書店

・電子書籍販売を独自に始めた

大規模書店

・自書店にどうしたら来店してもらえるか

・電子書籍を販売するための効率的な

プロモーション手段がない。

・ｱﾏｿﾞﾝのような書評が揃えられない

2.1. 出版物関連情報クラウドの構築

2.1.1. 本事業の目的

電子出版に関する情報が整理され誰でも閲覧できる。この環境整備を図ることによって、一般
の顧客はどのような電子出版物が出版され、それがどのような評価、評判を得ているのかを
容易に理解することができる。

本情報サービス事業の目的は、実際の電子出版物の関連情報をデータベースに収集・蓄積し、
一般に提供する情報サービスクラウドを構築し、その有用性を実証することにある。

2.1.2 「ヨムナビ インフォ（yomu-navi.info）」サービスネームの決定

「そのサービスが直感的にわかること」「他で使われていないこと」を前提条件として検討。
今回の情報サービスのサイトネーミングを 「ヨムナビインフォ（yomu-navi.info）」と
することとした。 ＵＲＬ：（http://www.yomu-navi.info/）

2.1.3. サービスシステムに関するニーズの整理・検討

当該サービスを開始するにあたり、関係者のニーズを確認し、システム仕様を検討した。
サービス利用者の特性と具体的なニーズは以下の通り
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主体 現状の課題

クラウドサービス実施後のイメージ

メリット サービスの課題

サービス
利用者
（読者）

・好みの電子書籍を探す方法

がない。

・欲しい電子書籍があっても

売っている電子書店を探す

ことが難しい。

・評判になっている電子書籍

を知りたい。

・自分が書いた書籍の感想を

広く読んでもらいたい。

・電子書籍の評判や話題

となっているものがわかる。

・電子書籍を信頼のおける

情報を参考に選べる。

・欲しい書籍が電子でも

出版されているかわかる。

・自分の書評・感想が投稿

できる。

・書評や感想は信頼

置けるものなのか

・全ての情報が網羅

されているのか

・検索した出版物は

購入できないのか

・書き込んだ書評は

訂正削除できるのか

サービス
利用者
（書店）

・書籍の販売にﾌﾞﾛｸﾞなどの

情報が大きく影響している

・電子書籍を販売する仕組み

がない（特に中小書店）。

・口コミの評判を販促に

利用できる。

・電子書籍の販売を書店が

取り扱うことが出来る。

・電子書籍が自店で

販売できるのは良い

が紙の書籍に影響

することは困る。

サービス
利用者
(電子
書店)

・自店が知られていない。

・電子書籍を効果的にPRする

環境がない。

・出版物を評価する仕組がない

・ｸﾗｳﾄﾞが導線になる期待

・客観的な電子出版物の

評判が生成される

・試読だけでない電子書籍

のオススメ方法。

・電子書店のシステ

ムと今回開発する

新しいサービスの

連携が一部必要。

出版社
著者

・出版市場が年々縮小。

・読者との接点として機能して

きた書店のﾊﾟﾜｰも落ちてきた。

・電子出版物のＰＲ手段がない

・どの電子書店で販売すべきか

・書店が電子書籍を扱う

仕組を作ることで従来の

本好きにｱﾌﾟﾛｰﾁできる。

・電子出版のＰＲの舞台が

出来る

・紙とのｶﾆﾊﾞﾘが心配

・ﾏｲﾅｽの評価が心配

・クラウドサービスを実施した場合の各主体のメリット・課題を以下に整理する
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2.1.4. 必要な機能と仕様

・関係する先のニーズから検討された機能は出版関連情報（書誌・売れ行き・評価）が収集･蓄積
され簡便かつオープンに閲覧できること。更に一般ユーザー、書店員がこのクラウドに書評・感想
を書き込むことができ、これらの情報も広く閲覧できること。 また今回書店で実験的に展開される
プリペイドカード専用の電子書店機能も併せ持つものとなる。
・これらを実現する電子出版関連情報サービスシステムの仕様を整理すると以下のようなものとなる。
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• hon.jp等からデイリーで書誌データ（書籍タイトル、著者名、出版社名、書籍内容、書籍ジャンル、
書影サムネイル等）を取得し、差分データをアップデートする。

• パピレスが提供する電子書籍配信サービス「Renta!」にてキャンペーンコンテンツの配信URLを
セットし、ヨムナビインフォ（Webサイト）の管理画面にて、キャンペーンコンテンツの登録（書誌情
報、Renta!の配信URL等）を行う。

• ユーザは、シリアルナンバーの入力によりキャンペーンコンテンツを利用することができる。（一つ
のシリアルナンバーで一つの書籍が利用できる。）一度シリアルナンバーを登録すると、シリアル
ナンバーは無効となるが、登録した書籍は継続して読むことができる。

• ユーザが、パソコン・ケータイでアクセス可能なWebサイトを開設。クラウド上でデータベース、他社
サービス（メール配信システム、電子書籍配信システム、書誌データシステム）と連携し、当該
サービスをユーザに提供。

• ユーザが投稿した書評は、新着順、評価順（「いいね！」の数）により自動でソートを行い、ヨムナ
ビ（Webサイト）上に掲載する。

• 新刊情報および注目ランキングはサイト管理者が任意にコンテンツを選択することで、ヨムナビイ
ンフォ（Webサイト）上に掲載される。
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データベース

Webサイト
メール配信システム
（エイケア）

電子書籍配信システム
（パピレス）

書誌データベース
（hon.jp）

配信先・配信メー
ルデータ

新着書評、人気書評、新刊
情報、注目ランキング等

電子書籍コンテンツ配信

シリアル
ナンバー入力後、
送客

書誌データ
（デイリー更新）

メールマガジン配信

アクセス
（閲覧、投稿、会員登録等）

2.1.5. システムの開発

2.1.4.で検討した仕様に基づき以下のようにシステムを開発した。

出版物関連情報のサービス システムの構築 / サービス提供の仕組み

《構築システムの模式図 》
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2.1.6. データの開発・収集

1）. 書誌情報の開発・収集

現在電子出版物に関する情報を最も広く集めるサービスを行うｈｏｎ．jp を中心にデイリー
で書誌データ（書籍タイトル、著者名、出版社名、書籍内容、書籍ジャンル、書影サムネイル等）
を取得し、差分データをアップデートする.。サービス開始時点で電子出版については約３万点の
書誌データを揃えた。

2）. 新刊・売れ行き情報の開発収集

「新刊情報」についてはｈｏｎ．jpから提供される新刊データをセレクトしてアップデート。
「売れ行き情報」については客観性を持った情報としてパピレスが持つ販売数量情報を
取得し、これをひとつの参考にして発信することと考えていたが、パピレスは主に３Ｇの
携帯で販売する書店であり、リアルな売れ行き情報はアダルトを含めたコミックが中心と
なるものであり、今回の実験には相応しいものでないことが判った。また話題のiPad
アプリのデータや発売されたばかりのガラパゴスのようなデバイスと書店が垂直に完結
するよう なモデルについて販売データが取得できないため、「売れ行き」とは表記せず
「注目ランキング」という形で様々なメディアから発信される情報を加えてヨムナビインフォ
編集部発の情報として発信することとした。

3） 書評情報の開発・収集

出版物を選ぶときには、信頼のおける書き手によるリコメンド情報（書評）がその選定に
大きな影響を及ぼすことから、このクラウド上では、書店員や書評家などによる書評の
充実に特に力を入れた。実験開始時には、約２８，０００件の書評情報を用意した。
調達先は、主に以下の４ヶ所である。

１．有隣堂
実験協力書店の有隣堂から、同書店に勤務する書店員が書いた書評約８００件のクラウド
への掲載許諾を得て、実験開始時よりアクセスできるようにした。

２．朝日新聞社
朝日新聞社の書籍情報サイト「ASAHI eBOOK AVENUE」に掲載中の電子書籍の書評１６
件に実験開始時よりアクセスできるようにした。掲載件数は実験期間中順次増やしていった。

３．Web本の雑誌
本の雑誌社と博報堂が運営する読書情報サイト「Web本の雑誌」に掲載されている約５００件
の書評に、クラウドへの掲載許諾を得て、実験開始時よりアクセスできるようにした。この
サイトに掲載されている書評は、主に書評家や書店員が執筆しており、質が高いと定評がある。

４．たなぞう
Web本の雑誌に附属した読書SNS「たなぞう」の会員からクラウドへの掲載許諾を得て、
約２７，０００件の書評に、実験開始時よりアクセスできるようにした。「たなぞう」のメンバーにも
書店員が多く含まれており、本実証実験の主旨に合った書評が収集できた。
これらに加えて、実験開始後には、実験参加書店の書店員をはじめ、クラウドの利用者に書評
登録を呼びかけた。これによって、実験開始後も書評件数は増加を続けている。
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《 各情報の収集に関する模式図 》

各情報の収集について

• 新聞社、書店、電子書店との提携により、当該クラウドサービスに「書評」「新刊・旧刊書誌デー

タ」等を収集し、クラウド上に蓄積した。

• hon.jp等から書誌データ（書籍タイトル、著者名、出版社名、書籍内容、書籍ジャンル、書影サム

ネイル等）を取得し、データベースに登録した。

• 有隣堂、Web本の雑誌等から提供された書評を、書誌データと紐づけ、データベースに一括でイ

ンポートした。

• 新刊書籍、注目書籍は、ヨムナビインフォ（Webサイト）の管理画面上で、サイト管理者が書誌情報

を選択し、新刊書籍または注目書籍として登録した。

• ヨムナビインフォユーザが投稿する書評は、書評投稿時に書誌情報と紐づけが行われる仕組み

とした。
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書評
新刊・旧刊
書誌データ

注目書籍データ新刊書籍データ

朝日新聞
書店員

（有隣堂）

書評サイト
Web本の雑誌等 hon.jp等

ISBN（紙の書籍がある場合）、
書籍タイトル、著者名、出版
社名、書籍内容、書籍ジャン
ル、書影サムネイル

ISBN（紙の書籍がある場合）、ニッ
クネーム、書評タイトル、書評内容、
５つの尺度による５段階評価

ヨムナビ
インフォ
ユーザ

hon.jp、パピレスの保有するデータを
もとにピックアップし「新刊書籍」
「注目書籍」としてデータを格納

ISBNまたはユーザが書誌
情報を選択して書評を投
稿することで紐づけ
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ヨムナビ.インフォのトップ頁
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2.1.7. 出版物関連情報クラウド「ヨムナビ インフォ」の利用結果

書誌情報、注目情報、評価情報を自由に閲覧できるクラウドサービス「ヨムナビ.インフォ」
のサービス運営結果は次の通り。

サービス開始：２０１１年３月７日～
（本実証期間を３月２５日までとしているためアクセスログ等のデータは
この１９日間のものとなる）

登録会員者 ： 73名
期間中のユニークユーザー数 ： １００７名
本クラウドのシステムを利用して記載された書評数 ： ２１
総頁ビュー ： 13,140pv
１人当たりの平均頁ビュー ：７．０５ｐｖ
１人当りの平均滞在時間 ： 約５分
直帰率 ： 約３９％
リピート訪問率 ： 約４７％
使用機器 ： ＰＣ（windows）６２％、ＰＣ（Mac）９％、iPad ２２％、iPhone ４％、Ａｎｄｒｏｉｄ ２％

クラウドの利用は、実験開始直後の３月８日にピークをむかえた。これは、出版業界紙「新文化」
が、３月７日に、Webサイトの「ニュースフラッシュ」欄に「サイトオープン」の速報を掲載した影響が
大きいと思われる。その後、安定的にユーザーを集めていたが、３月１１日１５：００前に「東日本大
震災」が勃発し、以後アクセスは低迷した。

2.1.8. 出版物関連情報クラウド一般ユーザーのアンケート結果

会員登録されたユーザー（プリペイドカード購入者及び書評記入等で会員登録したユーザー）
のメールで配信されたアンケートの結果。40件の回答が寄せられた。男性30人、女性10人。
年代は30代16人、50代9人、40代7人、20代5人、60代2人、10代1人の順。
※ アンケートの詳細は４３頁を参照

出版関連情報サービスについての質問項目は以下の通り。

あなたがクラウドサービスで便利・使いたいと感じた機能は・・・

①読みたい本の書評が検索できる ７７％
②電子書籍の新刊がわかる ５２％
③注目の電子書籍がわかる ４７％
④本の内容が“笑える“”泣ける”など具体的に５段階でわかる ３７％
⑤書評の著者の評価（いいね！）がわかる ２７%

支持の高い機能は「書評が読める」「新刊がわかる」「注目作がわかる」「評価点がわかる」
というもので、いずれも出版物を選ぶ際の参考情報となるものであった。
特に書評についての支持が高く、リコメンドや評価の有効性が確認された。
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2.1.9. リアル・電子書店の出版物関連情報クラウドについての評価（ヒアリングから）

・評価情報（書評・レビューなど）が閲覧できるサービスの書店での評価は以下のようなもので
あり、紙・電子を問わず歓迎し活用していきたいものと捉えていることがわかる。

○ レビュー・感想といった軽い評価情報の影響力を強く感じていること

出版物に関する評価情報や評判は販売に大きな影響を与える。（リアル書店）
これまでの新聞や雑誌に掲載されてきたいわゆる「書評」ではなく、「感想」や「レビュー」と
いった簡便に内容がわかるものが参考にされていくのだろう。 （リアル書店）
評価情報の発信者がわかるなどの特徴を持たせれば、レビュー・口コミは大きな影響力
を持つ。 （電子書店）

○ 出版情報サービスの情報の活用に書店は前向きであること

リアル書店の店頭で読みたい本がなければ電子書店で購入できることは有効な顧客サー
ビスといえる。 （リアル書店）
自前で書籍検索システムを持てない規模のリアル書店にとっては、有効なサービスである。
リアル書店独自で開発した書目検索サービスはあるものの、評価・評判に関する情報機能
は備えておらず、リアル書店としては欲しい機能のひとつである。

○ 紙と電子の関連・連携販売などの新しい販売スタイルの可能性を感じている

電子書籍を店頭で販売する事を紙の本の販売に結びつける施策も考えられる。 （リアル書店）
リアル書店と連動した販売キャンペーンということも考えられる。（電子書店）

・評価情報をＰＯＰ等で活用することについての書店での評価

○ 情報を来店客サービスでなく販売促進に活用することについては、通常の業務が多忙なため、
面倒な仕組みでは活かされないことがわかった。

書評はＰＯＰに転用できるような短いものも多いので、プリントしてＰＯＰとして活用できるよ
うにして欲しい。（リアル書店）
書店員は多忙なため、書評を書くことが有効と認められていても簡単には取り組めない。
（リアル書店）
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《 出版物関連情報クラウド・調査結果の詳細 》
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実験開始

地震発生

地震発生

「すべてのユーザーのセッション数」と「ユニークユーザー数」（次頁上）は、実験開
始直後の３月８日にピークをむかえている。これは、出版業界紙「新文化」が、３月
７日に、Webサイトの「ニュースフラッシュ」欄に「サイトオープン」の速報を掲載した
影響が大きいと思われる。その後、安定的にユーザーを集めていたが、３月１１日
１５：００前に「東日本大震災」が勃発し、以後アクセスは低迷した。

《 アクセスログの詳細 》
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実験開始

地震発生

地震発生

実験開始

地震発生

地震発生

「すべてのユーザーの平均
ページビュー」と「セッション数」
（次頁上）には、法則性はみら
れない。
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実験開始 地震発生

地震発生

実験開始 地震発生

地震発生

トップページだけを見てサイト
を離れた「直帰率」は約３９％。
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地震発生

実験開始

実験開始

地震発生

リピーターの比
率は、約４７％。

ユーザーの使用ＯＳは、Windows 
62%、iPad 22%、Macintosh 9%、
iPhone 4%、Anroid 2%。
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地震発生

実験開始

実験開始

地震発生

携帯端末からの
セッション数でiPad
が多いのは、店頭
端末がすべてiPad
だった影響が大き
いと思われる。

どのサイトからアク
セスされたかという
「トラフィック」では、
①ダイレクト、②新
文化、③グーグル、
④ＪＰＩＣの順番。

新文化が高いのは、
前述のニュース掲載
の影響が大きいと思
われる。
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実験開始

地震発生

タイトル別ページ
ビューは、左図の通り。
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● リアル書店へのヒアリング

１） 出版関連情報のクラウドサービスについて

お客様が書店に来るのは目的買いだけでなくむしろ本や雑誌が発信する情報を求めて
こられることが多い。情報発信という意味ではこのような情報サービスに書店で触れられる
というのは目的にあっているサービスだと思う。（Ｙ書店 店長）

この情報サービスを見て店になければ、電子書店に買いにいく。というようなシステムに
なれば、お客様にも便利なサービスとなる。その場合、電子書店は自社か提携したところと
いうのが書店にとっては良い。（Ｙ書店 店長）

ストリーミング方式はいつでも同じユーザーが好きな端末で読めるのは良いと思うがお客
様に説明することがけっこう難しい。（Ｏ書店 書店員）

シリーズものの1巻目を安くこのような方式で提供して、あとは実際の紙の書籍で買って
いただくというのはどうだろう。（Ｙ書店 書店員）

大きな規模の書店は自前で書籍の検索システムを作って顧客に提供しているが、それが
できない規模の書店にはとても有難い。当社は職員向けのものはあるが顧客向けのもの
はない。（Ｏ書店 店長）

書店員がプロモーションしたい書籍の書評を書いて、その頁を出して、その前にその書
籍を置いてみると人目もひいて面白いかもしれない。（Ｓ書店 書店員）

会社としてはどのような判断をするかわからないが個人的には活用していったら良いと
思う。（Ｙ書店 書店員）

サイネージは売るためのひとつの方法と思う。このようなサービスはひとつだけ置くより
複数置くほうがはるかに効果があがる。実際に展開するにはそれなりの体制を書店も組む
必要があるだろう。（Ｏ書店 店長）

▼

まとめ

① 自前で書籍検索システムを持てない規模のリアル書店にとっては、有効なサービスで
ある。

② リアル書店の店頭で読みたい本がなければ、電子書店で購入できるというのは、顧客
サービスとして有効である。

③ 電子書籍を店頭で販売することを、紙の本の販売に結びつける施策も考えられる。

《 ヒアリングの発言詳細 》
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２） 書店員による書評、ＰＯＰ等の活用について

全社、自店内でＰＯＰを工夫してつくる運動がある。ここにある書評はみたところ割と短く
ＰＯＰ向けと思うが、プリントボタンを押せばすぐ印刷されて出てくるような仕組みになって
いれば使うだろう。自分で書き留め、制作するという形では、そう多くは使われないだろう。
簡便なシステムを装備して欲しい。（Ｙ書店 書店員）

書店員はとても忙しく、日々の業務のなかで気がついてやってみるということは、なかなか
難しいものと考える。書店員の書評についても同様で、特に意識の高いものが少しやって
みるという程度だろう。こういうものの浸透には顧客だけでなく売る側にも時間がかかる。
（Ｏ書店 店長）

▼
まとめ

① 書評はＰＯＰに転用できるような短いものも多いので、プリントしてＰＯＰとして活用できるよ
うにしてほしい。

② 書店員は多忙なため、書評を書くことが有効と認められていても簡単には取り組めない。
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３） 出版物関連情報の利活用について

書評のような参考情報が書店で確認できることはとても良いことだと思う。本の検索サービス
はこれまでもやっていて結構利用されている。ただ店（会社）としてこのようなものを開発するに
は多くの投資が必要と聞いており、ＰＣさえ用意できれば展開できるのは、書店としてはありが
たい。ｉPａｄの画面は店では少し小さく感じる。（Ｙ書店 書店員）

感想が店頭で来店客に伝わることは販売にはとてもプラス。書店員の書評・お勧めなどの活
用も今後このサービスが定着するのであれば考えたい。（Ｓ書店 店長）

良いと思う。書店が販売の現場で同時にそこに情報があるというのはあっている。
（Ｓ書店 書店員）

設置場所としては、やや手に取りにくい場所なのだが、手に取るひとは本の情報を検索する
ものとすぐにわかるようだ。（Ｏ書店 書店員）

レビューというと固いが今の顧客は一般の人の評判をとても重要な情報と考えている。このよ
うな情報が誰が発信者かわかる形で得られることは大きな影響を持ってくると思う。
（０書店 店長）

▼
まとめ

① 出版物に関する評価情報や評判は販売に大きな影響を与える。

② これまでの新聞や雑誌に掲載されてきたいわゆる「書評」ではなく、「感想」や「レビュー」と
いった簡便に内容がわかるものが参考にされていくだろう。

③ リアル書店独自で開発した書目検索サービスはあるものの、評価・評判に関する情報機能
は備えておらず、リアル書店としては欲しい機能のひとつである。
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● 電子書店へのヒアリング

評価情報について：

ａｍａｚｏｎは本だけに特化したものになっていない。レビューはあるがそういう意味で本に
絞りきった形でその情報が検索できるというのは電子書店としてもありがたいし、ユニークな
ものになると思う。書評になっていなくても、ユーザーがどのように感じているかが見られる
ことは、とても参考になる。そのためには情報が数多く集まっていることが必要。自社ｻｲﾄで
もレビューが書きこめるようにしており、その評判が売れ行きに結構影響している。
（Ｐ電子書店 経営者）

口コミが販売に大きく影響することを実感している。書評というより評判を参考にしていると
いう感じ。ヨムナビは書く人をある程度分るようにしているところが新しいと思うし、期待した
いところだ。（Ｐ電子書店 営業）

書店で電子プリペイドカードを販売することについて：

こういう試みはこれまでやったことがないので正直どのくらいニーズがあるのか、わからな
い。電子書籍を販売するところが必ずしもネットだけではないとも考えている。書店は本来
電子書籍に親和性の高い場所なので結果に注目したい。（Ｐ電子書店 経営者）

ネットだけでなく顧客の質も接点も広がることなのでネット書店としては期待したい試みだ
が書店ではやはり抵抗感が強いのではないだろうか。（書店でも期待感がることを伝える
と）電子で例えばコミックの第1巻特集を展開して、書店では最新刊を売るような連携販売を
やってみるというのはどうだろう。互いに不足しているコンテンツを補い合って面白いと思う。
（Ｐ電子書店 営業）

その他：

今回ダウンロードでなくストリーミング形式で販売しているが、今話題の電子書籍市場は
デバイスによって閉鎖的な感じもあり、オープンで口コミ情報が提供されることは良いことだ
と思う。（Ｐ電子書店 営業）

▼
まとめ

① 評価情報の発信者がわかるなどの特徴を持たせれば、レビュー・口コミは大きな影響力
を持つ。

② リアル書店は、電子書籍に親和性の高い場所なので、注目している。



38

●. 出版社へのヒアリング

電子書籍化は出版社としては著者にどう説明して、どのように納得していただくかが大変重要。
今回の実験はそういう意味で、説明が難しい。単に規模が小さいから影響が少なくて良いという
ことでは納得してもらえない。何故この価格で販売するのか、セキュリティをどのようにするのか、
期間をいつまでに設定するのかなどいろいろ検討すべきことがあり簡単に結論はだせない。
（Ｐ出版社 デジタル担当者）

▼

○ 出版社にとって、著者にどう説明して、どう納得を得るかが重要。

ヒアリング対象者 ：書店 １２名
電子書店 ２名
出版社 ３名
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2.2. リアル書店でのクラクド活用事業

自由に閲覧できる
出版物関連情報
（書誌・注目・
レビュー・書評）

書誌情報
（hon.jp他)

売行情報
電子出版データ
（パピレス・renta)

書評･ﾚﾋﾞｭｰ
（Ｗｅｂ本の雑誌
朝日新聞
有隣堂）

一般ユーザー
（情報の閲覧、電子書籍購読、レビューの投稿）

プリペイドカードで
購読できる電子書店

ヨムナビインフォ
今回構築した情報サービスクラウド

情報ソース

書店 有隣堂
須原屋

１０店 オリオン書房

iPad

プリペイドカード
販売中

来店・検索・
プリペイドカードの購入

投稿・検索・電子書籍購読

投稿
連携

《 模式図 》
iPadによる情報検索




